
令和５年度事業報告 

令和５年度は、新型コロナウイルスの感染症法上の分類が５類に引き下げられ、コ

ロナ禍からの県民生活や社会経済活動の正常化が進んだ年となった。

しかし、燃料や電力等エネルギー価格の高騰は、我々産業廃棄物業界に大きな打撃

を与え続けており、加えて人件費の上昇や２０２４年問題など、深刻な課題が次々と

現れた。 

令和６年能登半島地震で発生した大量の災害廃棄物の処理は依然として滞ってお

り、復興・復旧の妨げとなっている。 

こうした状況の中、当協会では、非営利型一般社団法人として定款に定める次の５

つの事業で、調査研究、研修及び普及啓発並びに人材育成等に取り組んだ。 

具体的には、持続可能な循環型社会を構築するために産業廃棄物処理業界が廃棄物

の適正処理と再資源化等に取り組み「環境産業」としてより一層発展することが重要

であるとの認識の下、デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進による業務

効率化やグリートランスフォーメーション（ＧＸ）による地球環境問題への貢献及び

サーキュラーエコノミーの推進という大きな目標を達成するために、各種事業に取り

組んだ。 

令和５年６月３０日に関東地域協議会において、「災害時における災害廃棄物の処

理等に係る相互支援に関する協定」を締結し、大災害時の広域的な応援体制を整えた。 

さらに、８月には当協会８つ目の事業委員会として「災害対応事業委員会」を新設

し、災害廃棄物処理体制を強化した。 

また、３月には、さいたま環境整備事業推進積立金（けやき積立金）を活用し、坂

戸市において放置事案改善事業を実施した。 

Ⅰ 産業廃棄物の適正処理、再生利用及び資源循環等を推進するための調査研究、 

普及啓発並びに相談、指導助言等に関する事業 

廃棄物処理法の運用、技術、業界情報を把握するとともに、マニフェストの普

及促進、会員・排出事業者等からの相談等に対応した。また、産業廃棄物指導課

との意見交換会や４地区懇談会の開催による行政との信頼関係の醸成、通知・会

報けやき・協会だより・けやきニュース・ホームページによる適切な情報提供に

努めた。 

Ⅱ 産業廃棄物の適正処理に関する研修会、講習会等の開催及び後継者等の人材育成

に関する事業 

法令の改正、優良処理業者の育成などの課題に対応するための研修・講習の充

実に努めた。重点事業として労働災害防止のためのパトロールや労働安全衛生大

会を開催した。また、令和２年度から始めたオンライン方式による事業の充実に

- 1 -



取り組み、県・協会共催産業廃棄物講習会、実務担当者研修会などをオンライン

方式で開催した。さらに、埼玉県と連携して３Ｓ運動の推進などを実施した。 

人材育成については、青年部会・女性部会の研修・交流事業、新入社員の定着

等を目的とした「環境産業合同入社式」を県と共同開催した。 

Ⅲ 産業廃棄物の不適正処理対策に関する環境保全事業 

さいたま環境整備事業推進積立金（けやき積立金）の保全を図った。本年度は、

３月に坂戸市森戸の放置事案改善事業を実施した。 

Ⅳ 災害廃棄物の処理支援等に関する事業 

令和５年６月３０日に関東地域協議会において、「災害時における災害廃棄物の

処理等に係る相互支援に関する協定」を締結し、大災害時の広域的な応援体制を整

えた。 

また、８月には当協会８つ目の事業委員会として「災害対応事業委員会」を新設

し、災害廃棄物処理体制を強化した。 

Ⅴ 地方公共団体等からの受託事業 

県外産業廃棄物事前協議制度に係る受付事務並びに産業廃棄物処理業者、排出

事業者、処理業新規採用者及び行政担当者を対象とした実務担当者研修会業務（７

コース）を県から受託し、オンラインで実施した。

令和６年３月３１日現在の協会会員数は、正会員３９１社(対前年度１社減)、賛助

会員５５社（対前年度１社増）、計４４６社である。 
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Ⅰ 産業廃棄物の適正処理、再生利用及び資源循環等を推進するための調査研究、 

普及啓発並びに相談、指導助言等に関する事業 

（１）調査研究

産業廃棄物の適正処理と再資源化などに関する法令、技術、業界情報の収集を

行うとともに、県と連携した研究を進めた。 

１）県外廃棄物処理施設等視察研修

令和５年１２月４日  富山環境整備(株) 富山県富山市 

２）太陽電池モジュールのリサイクル協議会（県設置）

第１回 令和６年３月１５日

（２）マニフェスト制度の普及促進

１）令和５年度マニフェスト頒布実績

連合会マニフェスト ２１３，８００部（令和 4年度実績 232,500部）

建設系マニフェスト １７５，６００部（令和 4年度実績 212,800部） 

合計  ３８９，４００部（令和 4年度実績 445,300部） 

（３）相談指導・普及啓発

１）廃棄物処理に関する処理業者・排出事業者・県民からの相談等

会員や排出事業者、県民から６４２件の相談があり適切に対応した。

特に会員等の処理業者からの相談には、行政との連携のもと適切な指導・助

言に努めた。また、排出事業者等からの相談には、会員の処理事業者を紹介す

るなど適正処理の促進に努めた。 

２）会報けやき・協会だより・けやきニュースの発行

啓発事業としては、法令の運用、事故・災害防止に関する通知等のほか、会

報「けやき」、「協会だより」の隔月発行。また、迅速に情報提供するために「メ

ール配信サービス（けやきニュース）」を実施した。 

・けやき Ｎｏ．９１ 令和５年７月発行 ５５０部（令和４年度実績 550部） 

・けやき Ｎｏ．９２ 令和６年１月発行 ５５０部（令和４年度実績 550部） 

・協会だより 令和４年４月、６月、８月、１０月、１２月発行 各５００部

・けやきニュース ３３回配信（２０５アドレス）

３）許可満了期限に関する事前通知

１０３通（令和４年度実績 144通）

４) 事故防止通知等

令和５年１２月に年末・年始における事故・災害防止の徹底について通知し

た。 
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（４）産業廃棄物適正処理の推進

１) 労働安全衛生の推進

重点事業の労働安全衛生対策については、協会労働災害防止計画に基づき、

労働安全衛生大会・研修会を開催するとともに、現況調査、ポスターの作成・

配布を行い、労働安全標語、ヒヤリハット事例を募集した。また、安全衛生パ

トロールを引き続き実施した。

① 全国安全週間及び衛生週間に向けて、会員等にポスター・労働局通知配布

（令和５年６月、９月） 

② 労働安全衛生大会（参加者数９０名）

開催  令和６年３月１２日

講演１ 埼玉労働局

講演２ ミドリ安全(株)

事例発表 (株)杉浦土木

③ 会員企業に対する事故防止通知【前掲】

④ 安全衛生標語、ヒヤリハットの募集

・標語応募 ９９作品（令和４年度実績 １２０作品） 

・ヒヤリハット事例   １８件 （令和 3年度実績 ２５件） 

⑤ 労働安全衛生関係表彰

・安全優良職長表彰 ３名

松橋和夫（野崎興業(株)） 

新井 進（化研興業(株)） 

  星 英行（東武商事(株)） 

・安全優良事業所表彰１社

  化研興業(株) 

⑥ 安全衛生パトロール 対象：会員企業１社

(株)杉浦土木

２）収集運搬業研修会の開催（参加者数２７名）

開催  令和５年１２月１４日 

講演 全国経友会・保険サービスシステムＨＤ(株) 

３) 事業系・建設系廃棄物適正処理の推進

① 環境保全懇談会（埼玉県環境保全連絡協議会、行政との意見交換会）

開催 令和６年３月５日 

内容 埼玉県のカーボンニュートラルについて他 

講師 埼玉県温暖化対策課他 

② 建設系廃棄物処理関係懇談会（参加者数３２名）

開催 令和６年２月７日 

内容 ２０２４年問題と建設廃棄物業界の課題と対策 

講師 建設廃棄物協同組合 専務理事 谷口敏幸 氏 

４）地区懇談会（県、政令市と協会員の意見交換会）

- 4 -



当協会独自の事業としての地区懇談会を、県産業廃棄物指導課と各環境管

理事務所、各政令市の支援のもと開催し、行政担当者と会員との意見交換を

通じて信頼関係の醸成を図った。 

① 北部・秩父地区  １０月１６日 熊谷文化創造館   出席３０名 

② 東部・越谷地区 １０月２６日 春日部市民文化会館 出席２２名 

③ 中央地区   １１月２８日 さいたま共済会館  出席２０名 

④ 西部・東松山地区 １２月１１日 ウェスタ川越 出席４０名 

合計 １１２名（令和４年度実績 152名） 

５）３Ｓ運動の推進

① ３Ｓ運動推進協議会

令和５年 ７月２０日 オンライン開催

令和５年１２月２１日 埼玉会館 

令和６年 ２月１３日 埼玉会館 

③ ３Ｓ運動優秀賞知事表彰受賞 応募 延べ２１社

県と連携して「産業廃棄物処理業者３Ｓ運動」（スマイル・セイケツ・ス

タイル）を推進し、会員会社等における優れた取組に対しては、県知事表

彰が贈呈された。 

トップランナー賞 (株)タカヤマ 

最優秀賞   スマイル賞 新和環境(株)

セイケツ賞 (株)クリーンテックサーマル

スタイル賞 彩源(株)

奨 励 賞   スマイル賞 (株)ユーパーツ、化研興業(株)

セイケツ賞 リバー(株)

スタイル賞 日本ウエスト関東(株)

特 別 賞   スマイル賞 東武環境センター(株)

セイケツ賞 鹿島道路(株)、第一カッター興業(株)

スタイル賞 (株)ダイトク、コスモ理研(株)

６）事業委員会

協会の各事業については、各担当事業委員会において企画、検討して事業を

進めた。 

① 調査研修事業委員会（石坂典子委員長）

視察研修会の実施

開 催 令和５年１２月４日 

視察先  富山環境整備(株)(富山県富山市) 

参加者数 ２５名 

② 労働安全体制整備事業委員会（山口徹委員長）

労働安全衛生パトロールの実施

・開 催  令和６年１月２３日 
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・視察先  (株)杉浦土木 

 参加者数 ８名 

労働安全衛生大会の開催 

・開 催  令和６年３月１２日 

・場 所  埼玉県県民健康センター 

・参加者数 ９０名

③ 収集運搬活性化事業委員会（関根執委員長）

収集運搬業研修会の開催

・開催 令和５年１２月１４日

内容 「２０２４年問題対策」今すぐ取り組む時間管理・給与改革・ＤＸ

推進 

 講師 全国経友会/保険サービスシステムＨＤ(株) 

 参加者数 ２７名 

④ 普及指導事業委員会（野寺貴之委員長）

地区懇談会の開催【前掲】

会報けやき事業所訪問 

・開催 令和５年１１月３０日

・場所 亀井産業(株)

⑤ 事業系廃棄物処理推進事業委員会（福田寛栄委員長）

・環境保全懇談会（埼玉県環境保全連絡協議会、行政との意見交換会）

開催 令和６年３月５日 

内容 埼玉県のカーボンニュートラルについて他 

講師 埼玉県温暖化対策課他 

⑥ 建設系廃棄物処理推進事業委員会（熊倉毅委員長）

・建設系廃棄物処理関係懇談会（参加者数３２名）

開催 令和６年２月７日 

内容 ２０２４年問題と建設廃棄物業界の課題と対策 

講師 建設廃棄物協同組合 専務理事 谷口敏幸 氏 

⑦ 災害対応事業委員会（熊倉毅委員長）

・開催 令和５年９月１２日 Zoomミーティング

・議事 災害対応事業委員会、県との災害⽀援協定、関東地域協議会の相互応

援協定、災害廃棄物の法的整理 

・令和５年度災害廃棄物に係る研修会（県資源循環推進課主催）

第１回

開催 令和５年８月２４日 熊谷市文化創造館 

参加者 当協会員２７名（全体７７名） 

第２回 

開催 令和５年８月２７日 埼玉県県民健康センター 

参加者 当協会員３１名（全体７３名） 

⑧ さいたま環境整備事業積立金運営委員会（亀井寿之委員長）

第１回
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・開催 令和６年２月２７日

・議事 坂戸市森戸地内の放置事案改善事業について

⑨ さいたま環境整備事業関係業者選定委員会（福田寛栄委員長）

第１回

・開催 令和６年２月２７日

・議事 坂戸市森戸地内の放置事案改善事業について

第２回（書面開催） 

・開催 令和６年３月１８日

・議事 坂戸市森戸地内の放置事案改善事業について

７）関係団体・行政との会議・交流等

① 協会令和６年賀詞交歓会(令和６年 1月１７日)

② 公益社団法人全国産業資源循環連合会関係

・第１３回定時総会(令和５年６月１６日)

・令和６年賀詞交歓会(令和６年１月１２日)

・産業廃棄物と環境を考える全国大会（令和５年１１月１０日）

・全国正会員事務責任者会議

第１回：令和５年８月２４日（オンライン開催）

第２回：令和６年２月１６日（オンライン開催） 

③ 関東地域協議会関係

・第７０回協議会 令和５年４月１８日（東京開催） 

・第７１回協議会 令和５年１１月１６日（千葉県開催） 

・災害相互応援協定調印式 令和５年 ６月３０日（東京開催）

・事務責任者会議 令和５年１０月１９日（オンライン開催） 

令和６年 ３月１９日（オンライン開催） 

・災害廃棄物委員会 令和５年 ４月１０日（オンライン開催） 

令和５年１０月１０日（オンライン開催） 

令和５年１１月 ７日（東京開催） 

令和６年 ２月２１日（オンライン開催） 

④ 関係団体会議

・埼玉県環境保全連絡協議会 【前掲】 

・埼玉県不正軽油撲滅対策協議会   書面開催 

・埼玉県フロン回収・処理推進協議会 書面開催
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Ⅱ 産業廃棄物の適正処理に関する研修会、講習会等の開催及び後継者等の人材育成

に関する事業 

（１）県との共催の講習会

適正処理講習会（県・協会共催）（オンライン配信）

配信期間 令和５年１１月１３日から１２月２８日 

視聴回数 ８７９回 

講演１ ここまでわかる廃棄物処理法の基礎知識 

講師 ＢＵＮ環境課題研修事務所 主宰 長岡文明 氏 

講演２ サーキュラーエコノミー時代の廃棄物処理について～資源循環を

進めるための再生品の品質確保、情報公開など～ 

講師 公益財団法人産業廃棄物処理事業振興財団 

調査認証チーム 部長 山脇 敦 氏 

講演３ プラスチック類の資源循環利用の現状と将来展望 

講師 一般社団法人産業環境管理協会 

ＣＬＯＭＡ事務局 技術統括 柳田康一 氏 

おしらせ ３S運動の取組について 他 

（２）産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会

オンライン講義または対面講義と会場試験を組み合わせた講習会を行った。

１）新規／収集運搬課程

令和５年５月２５日、６月１４日、７月１３日、８月３１日～９月１日（対

面形式）、１１月２日、２２日、１２月７日、令和６年１月２６日、２月２

１日

延べ９回 受講者５８２名 

２）新規／特管収集運搬課程

令和５年６月１３日

  延べ１回 受講者７０名 

３）新規・処分課程・収集運搬（同時）

令和５年５月２６日、１１月２１日

 延べ２回 受講者１１４名 

４）特管新規・処分課程・収集運搬（同時）

今年度開催なし

５）更新／収集運搬課程

令和５年５月２５日、６月１３日、１５日、７月１２日、１３日、１４日、

１１月１日（対面形式）、２１日、１２月７日、８日、令和６年１月２６日、

２月２１日、２２日

延べ１３回 受講者９１８名 
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６）更新／処分課程・収集運搬（同時）

令和５年１０月５日～６日、令和６年１月２５日

延べ２回 受講者１１１名 

７）特別管理産業廃棄物管理責任者

令和５年５月２６日、６月１４日、１５日、７月１２日、１４日、１１月２

日、２２日、１２月８日、令和６年１月２５日、２月２２日

延べ１０回 受講者    ６４７名 

合計 延べ３７回 受講者２，４４２名 

（令和４年度実績  延べ４４回 受講者２，２７０名） 

（３）廃棄物処理業に係る人材育成

１）青年部会(齊藤康祐部会長)

法令・技術面に習熟した人材の育成、後継者の育成等を図るため、青年部会

は、勉強会、施設研修会、全国組織との交流事業などを実施するとともに、協

会総会、講習会などに主体的に協力した。 

  ・総会  令和５年５月１２日 埼玉会館 

勉強会 業界におけるＡＩ導入の有効性 

講師：ファンファーレ(株)岡部貴史 氏 

・環境産業合同入社式・名刺交換会（名刺交換会の運営）

令和５年５月３１日 さいたま共済会館 ５３名参加  

・全体会議 毎月（会場とリモートでのハイブリッド形式）

・県庁オープンデー（県産業廃棄物指導課と協力してブースを出展）

  令和５年１１月１４日 埼玉県庁 

参加者 約３，０００名（テント側、パッカー車展示側合算）、産業廃棄物

指導課アンケート回答数（５８３件） 

配布物 カトラリーセット（６００セット）缶バッチ・ぬり絵（４００個） 

チラシ配布（６００枚）

・施設研修会

令和５年１２月８日～９日 西部サービス(株)神戸工場、大本リサ

イクルセンター

参加者 ８名 

・関東ブロック会議 随時（会場とリモートでのハイブリッド形式）

・全国青年部会長会議 令和６年２月８日（鳥取県米子市）

２）女性部会(栃原綾子部会長)

女性の視点から業界の活性化に寄与するという趣旨から、女性部会では、勉

強会、全国組織との交流事業などを実施するとともに、協会総会、講習会など

に主体的に協力した。 

・総会    令和５年３月３１日  書面決議 

・施設研修会 令和５年４月２１日  吉川油脂(株) 
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令和６年３月１５日  (株)リーテム茨城 

・県庁オープンデー【前掲】

・女性部会つどい 令和５年１１月１０日

 講演会「多様な人材が働きやすい安全な職場づくり」 

３）環境産業合同入社式（県・協会共催） 【前掲】

４）環境産業合同研修会 【後掲】

５）表彰事業

① 循環型社会形成推進功労者等表彰受賞者（以下敬称略）

産業廃棄物関係事業功労者等環境大臣表彰 友野浄二（(株)トモノ）

② 埼玉県産業廃棄物関係環境衛生功労者等表彰受賞者

ア 功労者知事表彰

福田寛栄（(株)アルファサポート）

イ 優良従事者環境部長表彰

増田邦明（野崎興業(株)）

山﨑 操（クリーンシステム(株)）

③ 公益社団法人全国産業資源循環連合会表彰受賞者

ア 功労者表彰

松澤敏也（(株)ショーモン）

イ 地方功労者表彰

八木三郎（(株)エコ計画）

宮田仁史（(株)ケイ・エム環境） 

山口能弘（(株)山口組） 

ウ 地方優良事業所表彰

(株)大場組

(株)上武 

(株)ビクトリー 

エ 優良従事者表彰

戸田 登 （東武商事(株)）

西川 昇 （クリーンシステム(株)） 

枡田 明 （(有)丸新） 

④ 一般社団法人埼玉県環境産業振興協会表彰受賞者

ア 優良従業員表彰

佐藤一郎 （野崎興業(株)） 

根本 充 （野崎興業(株)） 

小峰晃司 （(株)協和清掃運輸） 

木下 実 （(株)協和清掃運輸） 

岡田貴幸 （東武商事(株)） 

町田幸弘 （東武商事(株)） 

平井裕一 （東武商事(株)） 

後藤智宏 （石坂産業(株)） 
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落合和夫 （石坂産業(株)） 

黒澤貴紀 （亀井産業(株)） 

福島守男 （亀井産業(株)） 

村武宏紀 （(株)タカヤマ） 
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Ⅲ 産業廃棄物の不適正処理対策に関する環境保全事業 

（１）けやき積立金の運営・管理    (Ｒ６.３.３１日現在)

廃棄物の山の撤去等による生活環境の原状回復・保全事業の推進に活用するこ

とを目的に、「さいたま環境整備事業推進積立金(けやき積立金)運営委員会」にお

いて運営・管理されている「けやき積立金」の、令和５年度における収支は次の

とおりである。 

１）令和５年度けやき積立金会計

① 収入の部

ア 埼玉県補填金  ０円 

イ 市長村補填金  ０円 

ウ 市長村分担金  ０円 

エ 協会からの繰入金  １００,０００円 

オ 雑収入 １９９円 

収入合計 １００,１９９円 

② 支出の部

撤去対策事業費  ０円 

③ 令和５年度収支差額   １００,１９９円 

④ 令和５年度末積立金残額額  ５１３，５９６，５５１円 

２）運営委員会の開催

第１回

・開催 令和６年２月２７日

・議事 坂戸市森戸地内の放置事案改善事業について

けやき積立金５００万円を取崩して事業を行うことを承認 

３）関係業者選定委員会の開催

第１回

・開催 令和６年２月２７日

・議事 坂戸市森戸地内の放置事案改善事業について

第２回（書面開催） 

・開催 令和６年３月１８日

・議事 坂戸市森戸地内の放置事案改善事業について

４）放置事案改善事業

委託業者 (株)木下フレンド

事業実施期間 令和６年３月２５日から３月３０日まで 

※けやき積立金の取崩し（委託料の支出）は令和６年度の予定

（２）不法投棄等不適正処理廃棄物対策

実績なし
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Ⅳ 災害廃棄物の処理支援等に関する事業 

令和５年６月３０日に関東地域協議会において、「災害時における災害廃棄物の

処理等に係る相互支援に関する協定」を締結し、大災害時の広域的な応援体制を整

えた。 

また、８月には当協会８つ目の事業委員会として「災害対応事業委員会」を新設

し、災害廃棄物処理体制を強化した。 
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Ⅴ 地方公共団体等からの受託事業 

 埼玉県からの受託業務として、「県外産業廃棄物搬入処理事前協議制度に基づく

申請書類の審査・受理」及び「産業廃棄物適正処理に関連した実務担当者向けの法

制度等の研修会」を実施した。 

（１）県外産業廃棄物搬入処理事前協議制度受付事務

１）受託期間 令和５年４月１日～令和６年３月３１日

２）事前協議等受理件数

① 事前協議等受理件数 ３９９件（令和４年度実績 ３１６件） 

② 一括協議書受理件数 １件（令和４年度実績 １件） 

③ 変更届受付件数 １件（令和４年度実績 ０件） 

④ 特例適用届出書受付件数  ８５件（令和４年度実績 １１５件） 

合計件数 ４８６件（令和４年度実績 ４３２件） 

⑤ 実績報告書受付件数 ３,９１２件（令和４年度実績 ３，６９４件） 

⑥ 処理業者紹介件数 ６４２件 

（２）実務担当者研修会の実施  受講者合計５５７名 

１）法律研修コース（排出事業者用）  オンライン実施 

受講者１０２名

講師 坂本啓多郎氏（日本産業廃棄物処理振興センター講師） 

  ２）法律研修コース（処理業者用） オンライン実施

受講者８８名 

講師 保科弘氏（日本産業廃棄物処理振興センター講師） 

３）廃棄物処理研修コース   オンライン実施

受講者１００名 

講師 藤井重雄氏（日本産業廃棄物処理振興ｾﾝﾀｰｰ講師） 

４）安全衛生・事業場管理研修コース オンライン実施

受講者８１名 

講師 熊江隆氏（日本産業廃棄物処理振興センター講師） 

５）新規廃棄物処理業職員フォローアップ研修コース（環境産業合同研修会）

令和６年２月２６日                 オンライン実施

受講者２７名

講師 (株)インソース 

６）電子マニフェスト研修コース（排出事業者用）   オンライン実施 

受講者１０９名 

ナレーション 吉田名保美氏

  ７）電子マニフェスト研修コース（処理業者用） オンライン実施

受講者５０名 

ナレーション 吉田名保美氏
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Ⅵ その他の重要事項 

「令和６年度埼玉県への施策並びに予算編成に対する要望書」を自由民主党埼玉

県支部連合会に提出（令和５年９月１５日） 

  要望事項及び対応状況 

(１) 県が造成する産業団地への産業廃棄物処理業者の立地について

対応状況 今後新規事業化する地区においては、地区計画の策定者である

地元市町村と調整し、検討を進めてまいります。(企業局) 

(２) 産業廃棄物処理業許可申請に添付する講習会修了証の有効期間を５年とする

ことについて

対応状況 有効期限を５年間としている自治体の状況、国や近隣自治体の

意向を確認するなど、見直しの可能性も含め、情報収集に努めて

まいります。（環境部） 

（３）産業廃棄物処理業の環境産業へのステージアップ事業の充実について

対応状況 産業廃棄物処理業が「環境産業」へとステージアップしていく

ため引き続き様々な取組に努めてまいります。（環境部） 

(４) 埼玉県サーキュラーエコノミー型ビジネス創出事業について

対応状況 埼玉県サーキュラーエコノミー型ビジネス創出事業補助金の公

募を令和５年度より長い期間を確保することで、新規事業者が参

入できるようにしてまいります。 

 廃棄物か有価物かの判断につきましては、廃棄物の総合判断説

に基づき各種判断要素を慎重に検討してまいります。 

 廃棄物を対象とする補助事業につきましては、廃棄物処理法に

基づく許可取得などを要件に追加する要綱等の改正を検討してま

いります。(環境部) 
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